
令和３年度 大阪府立豊中支援学校 第２回 学校運営協議会記録 

 

１、日時：令和３年９月２４日（金）10：30－11：30 

２、場所：本校調理室 

３、構成：＜ 委員 ＞ ５名 

＜事務局＞ 校長、教頭２名、事務長、首席２名、教諭１名 

傍聴者なし 

４、内容 

10:30 
第２回協議会次第説明  

校長挨拶  

（ 事 務 局 ） 

（  校  長  ） 

10:35 

報告及び協議、質疑応答  

・令和３年度学校教育自己診断、学校生活アンケートの実施 

について 

・GIGAスクール構想とICT環境整備について 

・学校経営推進費事業 進捗状況 

（ 委 員 長 ） 

（  首  席  ） 

 

（ 担当教諭 ） 

（  首  席  ） 

11:20 事務連絡  （ 事 務 局 ） 

 

●上記のとおり、報告等を行い、各委員より次のような意見をいただいた。 

学校教育自己診断の実施について 

  ・学校の３本柱として大切にしている「キャリア教育」「防災教育」「ICT推進」についての設問がある

と良いと感じている。「ICT推進」についての設問は『校長だより』等で地域の小・中学校との特色

とはまた異なった支援学校における ICT 機器の活用方法を保護者のみなさまにも発信し、校内整備

の状況と合わせて設問を取り入れることができるか今後検討してほしい。 

 

GIGAスクール構想と ICT環境整備について 

・近隣各市も端末整備が進んでいる。インターネット環境への接続や、使用するアプリケーションの 

費用面での課題は共通しており、様々に工夫されている。「withコロナ」や社会情勢の変化に対応 

する教育活動を求められているなかで、先生方が活用方法を検討する期間も必要ではないかと感じ 

ている。デジタルとアナログ双方の良さを見極めて活動することが必要である。 

  ・児童生徒それぞれが課題を遂行するためのツールとして機器を活用し、授業へのアクセスのひとつと

して取り入れてほしい。身近に毎日使えることを継続し、児童生徒、先生方がともにスキルアップで

きるように活用度を高めていってほしい。 

  ・子どもたちが ICT 機器を活用できるようになると、自分の気持ちを伝える手段が増えることにも繋

がり、保護者として心強い。子どもたちに合った活用方法が見つかると良いなと思っている。 

  【学校より】 

・デジタルとアナログ、双方にメリットがある。両方の良さを活かすことのできる授業展開が実現でき

るよう環境を整備していきたい。 

 

５、今後の予定 

第３回 令和４年２月３日（木）１０：３０－１１：３０ 


